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行
事
等
が
変
更
・
延
期
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
・
参
加
等
を
す
る
場
合

に
は
主
催
者
に
ご
確
認
願
い
ま
す
。

▼
敷
　
金
　
決
定
家
賃
の
２
か
月

分
▼
駐
車
場
　
１
台
分
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
（
月
額
１
５

０
０
円
）。

▼
提
出
書
類
　
入
居
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
本
籍
記
載
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書

▼
締
め
切
り

　
　
月
　
日
（
金
）　
時
ま
で

１２

１５

１６

▼
決
定
方
法
　
希
望
者
が
重
複
し

た
場
合
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
管

理
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
・
２
２
２
３
）

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
入
居
資
格

茨
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
）

芋
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

鰯
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

允
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

印
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と
咽
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
か
ら

実
際
の
入
居
ま
で
お
お
よ
そ
１

か
月
を
要
し
ま
す
。

市
営
住
宅
入
居
者
募

市
営
住
宅
入
居
者
募
集集

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
、「
我
が
家
に
来
て
開
催
し
て

ほ
し
い
」「
町
内
の
集
会
に
あ
わ

せ
て
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

希
望
が
あ
れ
ば
、
市
内
に
い
る
認

知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
（
講
師

有
資
格
者
）
が
出
向
い
て
講
座
を

行
い
ま
す
。
団
体
で
も
個
人
か
ら

の
希
望
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
講
座
概
要
　
厚
生
労
働
省
が
定

め
る
基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基

づ
き
実
施
（
　
～
　
分
程
度
）

６０

９０

▼
受
講
対
象
者
　
小
学
生
以
上

※
受
講
者
に
は
、
受
講
証
明
グ
ッ

ズ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り
　
令
和
６
年
２
月
末

ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
開

催
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に

保
健
介
護
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成成

講
座
を
出
前
し
ま

講
座
を
出
前
し
ま
すす

■募集住宅

基本家賃階数面積種別住宅番号団地・地区名住宅区分

２０,５００円～６５,４００円２階

６９㎡３ＬＤＫ

TH７－１０

東光三区地区改良住宅

２０,６００円～６６,２００円４階TH８－１９

２
階
緯
７
４
・
６
６
１
６
）へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

広報うたしないへの広告を募集しています。

■広告の大きさ　　１枠　縦46mm×横182mm
　　　　　　　　　半枠　縦46mm×横89mm
■掲載料金　　市内の方　１枠 2,000円
　　　　　　　　　　　　半枠 1,000円
　（月額）　　　市外の方　１枠 5,000円
　　　　　　　　　　　　半枠 3,000円
くわしくは、企画広報グループ（市役所３階緯４２-３２１４）へ。

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
、
家
屋
や
土
地
な
ど
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
令
和
５
年
中
に
家
屋
等
を
取

り
壊
し
た
場
合
に
は
、
来
年
度
の

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、　
月
中
に
「
家
屋
滅
失
届
」

１２

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

等
で
法
務
局
に
お
い
て
滅
失
登
記

が
完
了
し
て
い
る
場
合
は
、
届
け

出
は
不
要
で
す
。

取
り
壊
し
た
家
屋

取
り
壊
し
た
家
屋
はは

必
ず
届
け
出

必
ず
届
け
出
をを

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
　
税
務
グ

ル
ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２

・
３
２
１
７
）



25 広報うたしない 令和５年12月号

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
札
幌
弁
護
士
会
で
は
、
次
の
日

程
で
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、
離
婚
、

相
続
、
悪
質
商
法
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
ご
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
と
　
き

▽
　
月
５
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１２

１０

１２

 河
  西
 　

か
 さ
い

 宏
  樹
 　
弁
護
士

ひ
ろ
 
き

札
幌
弁
護
士

札
幌
弁
護
士
会会

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談
会会

▽
　
月
　
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１２

１９

１０

１２

 小
  荒
  谷
 

こ
 あ
ら
 や

　
 勝
 　
弁
護
士

ま
さ
る

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環

境
交
通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
・
３
２
１
７
）

　
砂
川
地
域
通
年
雇
用
促
進
協
議

会
で
は
、
季
節
労
働
者
の
方
に
対

し
て
、
対
象
事
業
の
講
習
を
無
料

で
開
講
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
仕
事
の
幅
を
広
げ
通
年
雇
用

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

▼
受
付
日
時
　
随
時
募
集
中
（
平

日
８
時
　
分
～
　
時
　
分
）

３０

１５

３０

▼
締
め
切
り
　
各
技
能
講
習
開
始

日
の
　
日
前
ま
で

１０

※
く
わ
し
く
は
、
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
歌
志
内
市
、
砂
川
市
、

奈
井
江
町
、
上
砂
川
町
に
居
住

さ
れ
て
い
る
季
節
労
働
者
の
方

で
、
令
和
４
年
度
雇
用
保
険
特

例
受
給
資
格
取
得
者
ま
た
は
、

季
節
労
働
者
の
皆
さ
ま

季
節
労
働
者
の
皆
さ
ま
へへ

令
和
５
年
度
取
得
見
込
者
の
方

▼
受
講
料
　
無
料

▼
対
象
事
業
・
講
習
科
目
　

▽
建
設
機
械
等
技
能
資
格
取
得
支

援
事
業
　

・
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
、
解

体
）

・
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

・
玉
掛
け

・
高
所
作
業
車
等
　
科
目

１４

▽
安
全
衛
生
教
育
助
成
事
業

・
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
）

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

・
玉
掛
け

・
足
場
組
立
等
特
別
教
育

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
砂

川
地
域
通
年
雇
用
促
進
協
議
会

（
砂
川
市
役
所
商
工
労
働
観
光

課
内
緯
７
４
・
８
３
８
６
）

　
本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
し
た
。

　
札
幌
建
設
管
理
部
（
旧
土
木
現

業
所
）
と
市
で
は
毎
年
、
北
国
の

暮
ら
し
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

「
交
通
路
線
の
確
保
」
を
基
本
に
、

全
力
で
除
排
雪
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
限
ら
れ
た
経
費
で
効
率
的
な

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
除
雪
出
動
は
降
雪
　
セ
ン
チ

１０

　
除
雪
車
は
、　
セ
ン
チ
以
上
の

１０

降
雪
が
あ
っ
た
場
合
、
深
夜
か
ら

早
朝
に
か
け
て
出
勤
し
ま
す
。

　
な
お
、
天
候
等
に
よ
っ
て
作
業

状
況
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

茨
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い
で
！

　
例
年
、
除
雪
作
業
の
終
了
し
た

道
路
に
雪
を
捨
て
る
人
を
見
受

け
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
除
雪
の

効
果
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
捨
て
ら
れ
た
雪
で
道
幅
が

狭
く
な
る
ば
か
り
か
、
見
通
し

が
悪
く
な
り
、
歩
行
者
や
車
の

通
行
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の

で
、
道
路
へ
の
雪
捨
て
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

芋
路
上
駐
車
し
な
い
で
！

　
路
上
に
駐
車
し
て
い
る
車
が
除

雪
作
業
の
最
大
の
障
害
と
な
り
、

そ
の
部
分
の
除
雪
が
で
き
ず
雪

や
め
よ
う
路
上
駐
車

や
め
よ
う
路
上
駐
車
！！

が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
降
雪
時
や
吹
雪
で
の
作

業
が
多
く
た
い
へ
ん
危
険
で
す

の
で
、
路
上
駐
車
は
「
し
な
い
」

「
さ
せ
な
い
」
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

鰯
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で
！

　
大
型
車
両
で
あ
る
除
雪
車
は
作

業
中
の
前
進
や
後
退
を
繰
り
返

す
こ
と
が
多
く
、
広
い
作
業
範

囲
を
必
要
と
し
ま
す
。
作
業
中

の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
除
雪
車

が
き
た
ら
、
車
は
一
時
停
止
や

徐
行
す
る
な
ど
し
て
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
近

づ
け
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
願
い

ま
す
。

允
除
排
雪
は
地
域
ぐ
る
み
で
！

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
、
除
排
雪
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。
家
の
周
り

や
共
同
の
生
活
通
路
な
ど
は
、

み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
除
雪

を
し
、
道
路
を
広
く
使
え
る
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

・
道
道
の
場
合

　
札
幌
建
設
管
理
部
滝
川
出
張
所

（
緯
２
２
・
３
４
３
４
）

・
市
道
の
場
合

　
建
設
管
理
グ
ル
ー
プ（
市
役
所
２

階
緯
４
２
・
２
２
２
３
）
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市
内
の
事
業
所
で
は
、次
の
と

お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

繋
介
護
員（
支
援
員
）

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

罫
夜
間
専
門
支
援
員
 

▼
求
人
数
　
２
人
　
　
歳
以
上

１８

茎
電
子
部
品
組
立
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

５９

荊
生
活
相
談
員

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

４４

蛍
製
造
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

　
く
わ
し
く
は
、  ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
  （
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
・
３
１
４
７
）へ
。

求
人
情
報

求
人
情
報
 （（
　
月月
　
日
現
在
）

日
現
在
）

１１１１

１３１３

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
な
ど
の
受
給
資
格
期

間
が
　
年
（
１
２
０
月
）
以
上
あ

１０

る
人
が
、
原
則
　
歳
か
ら
受
け
ら

６５

れ
る
年
金
で
す
。

　
　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の

２０

６０

　
年
間
保
険
料
を
納
め
た
人
は
満

４０額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間

茨
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期

間
芋
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
納
付
）
を
受
け

た
期
間

※
た
だ
し
、
一
部
納
付
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
一
部
納
付
保

険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
扱
い

と
な
り
ま
す
。

鰯
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
を

受
け
た
期
間

允
昭
和
　
年
４
月
以
後
の
厚
生
年

３６

金
の
被
保
険
者
期
間
ま
た
は
共

済
組
合
の
組
合
員
期
間

印
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期

間
咽
カ
ラ
期
間
（
加
入
が
任
意
だ
っ

た
た
め
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

な
ど
）

※
茨
～
咽
の
合
計
期
間
が
　
年
以

１０

上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
砂
川
年
金
事
務

所
（
緯
５
２
・
３
８
９
２
）
ま
た

は
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ（
市
役
所

１
階
緯
４
２
・
３
２
１
７
）

老
後
の
備
え

老
後
の
備
え
にに

老
齢
基
礎
年

老
齢
基
礎
年
金金

　
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
で
は
、

重
度
心
身
障
が
い
者
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
母
ま
た
は
父
及
び
子
、

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
のの

ご
案
ご
案
内内

の
医
療
費
（
健
康
保
険
適
用
分
）の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１

級
ま
た
は
２
級
の
方
及
び
３
級

の
一
部
（
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼

吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小

腸
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

子
ど
も
の
健
康
の
保
持
と
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
、
受
給
者
の
医

療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
各
医
療
費
助
成
の
受
給
資
格
を

満
た
す
方
で
、
ま
だ
受
給
資
格
の

申
請
を
し
て
い
な
い
方
や
既
に
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
資
格
内

容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
市

民
課
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

に
よ
る
免
疫
、
肝
臓
の
機
能
に

か
か
る
障
害
）
の
方
の
入
院
・

外
来
医
療
費

②
重
度
の
知
的
障
が
い
が
あ
る
方

の
入
院
・
外
来
医
療
費

③
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
に
該

当
す
る
方
の
外
来
・
訪
問
看
護

医
療
費

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

①
　
歳
未
満
の
子
を
扶
養
ま
た
は

２０
　
監
護
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

　
の
母
ま
た
は
父
の
入
院
医
療
費

②
①
の
家
庭
の
子
の
入
院
・
外
来

　
医
療
費

③
両
親
の
死
亡
や
行
方
不
明
な
ど

　
に
よ
り
、
他
の
家
庭
で
扶
養
さ

　
れ
て
い
る
　
歳
未
満
の
子
の
入

２０

　
院
・
外
来
医
療
費

※
　
歳
以
上
の
子
は
一
定
の
要
件

１８
　
が
必
要
で
す
。

■
子
ど
も
医
療

　
右
記
以
外
の
子
ど
も
（
　
歳
に

１８

達
す
る
日
の
年
度
の
末
日
ま
で
）
に

か
か
る
入
院
・
外
来
医
療
費

▼
収
入
要
件
　
対
象
者
本
人
が
　１８

歳
に
達
す
る
日
の
年
度
の
末
日

ま
で
は
、
特
別
な
場
合
を
除
き

収
入
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
以
外
は
収
入
要
件
が
あ
り
、

状
況
に
よ
っ
て
は
認
定
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

▽
学
校
（
休
み
時
間
、
授
業
中
、

部
活
動
な
ど
）
で
の
負
傷
に
よ

り
受
診
す
る
と
き

▽
交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
の
行

為
に
よ
る
ケ
ガ
や
病
気
で
受
診

す
る
と
き

▼
次
の
こ
と
が
生
じ
た
場
合
は
、

す
み
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
　

▽
住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

▽
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
変

更
が
あ
っ
た
と
き

▽
受
給
者
証
を
紛
失
、
汚
損
し
た

と
き

▼
問
い
合
わ
せ
　
戸
籍
保
険
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）
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か
も
い
岳
ス
キ
ー
学
校
で
は
本

年
度
（
2
0
2
4
年
度
）
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
学
校
受
講
生
募

ス
キ
ー
学
校
受
講
生
募
集集

　
外
で
の
運
動
が
少
な
く
な
り
が

ち
な
冬
期
間
、
ス
キ
ー
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　
く
わ
し
く
は
新
聞
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
や
「
か
も
い
岳
ス
キ
ー
連

盟
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
か
も
い
岳
ス
キ

ー
学
校
・
事
業
委
員
会
（
担
当

・
伊
藤
緯
３
２
・
５
６
９
４
ま

た
は
緯
０
９
０
・
２
８
１
３
・

５
０
２
４
）

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
・
公

正
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
毎

　
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
、
市
税
や
各
種
使
用
料
に

月
は
、
市
税
等
の
収

　
月
は
、
市
税
等
の
収
納納

１２１２強
化
月
間
で
す

強
化
月
間
で
す
！！

年
　
月
を
「
市
税
等
の
収
納
強
化

１２
月
間
」
と
し
て
、
未
納
金
が
あ
る

方
に
対
し
戸
別
訪
問
や
電
話
催
告

な
ど
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　
い
ま
一
度
、
納
付
書
を
ご
確
認

の
う
え
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
市

税
や
使
用
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

た
だ
ち
に
納
め
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
市
税
・
使
用
料
確
保
へ
の
取
り

組
み
強
化

　
支
払
い
能
力
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
滞
納
を
続
け
る
方
に
は
、

給
与
を
は
じ
め
年
金
や
預
貯
金
の

調
査
、
職
場
へ
の
訪
問
、
差
押
え

な
ど
を
厳
正
に
執
行
し
ま
す
。

■
納
付
相
談

　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
納
付
相
談

を
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
便
利
な
口
座
振
替
！

　
市
税
や
使
用
料
な
ど
を
納
め
る

に
は
、
口
座
振
替
が
た
い
へ
ん
便

利
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
通
帳
と
印
鑑
（
通
帳
印
）、

納
付
書
を
お
持
ち
の
う
え
、
次
の

金
融
機
関
窓
口
に
て
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
る

金
融
機
関

▽
北
門
信
用
金
庫
本
店
・
各
支
店

▽
北
海
道
労
働
金
庫
砂
川
出
張
所

▽
郵
便
局
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
納
付
場
所

　
市
税
や
使
用
料
な
ど
は
、
次
の

窓
口
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
お
近
く
の
窓
口
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
市
税
・
使
用
料
の
納
付
場
所

▽
市
役
所
１
階
会
計
窓
口

▽
北
門
信
用
金
庫
本
店
・
各
支
店

▽
北
海
道
労
働
金
庫
本
店
・
各
支

店
▽
道
内
の
郵
便
局
ま
た
は
ゆ
う
ち

ょ
銀
行

　
た
だ
し
、
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
で
は
、
次
の
使
用
料
な
ど
の
納

付
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
願
い
ま
す
。

▽
土
地
・
建
物
貸
付
収
入

▽
草
刈
り
ヘ
ル
パ
ー
負
担
金

▽
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
負
担
金

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
１
階
緯
４
２・
３
２
１
７
）

　
冬
休
み
中
に
、
児
童
の
学
習
習

慣
や
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、
ド
リ
ル
学

習
な
ど
を
行
う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ

イ
ン
タ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
学
習
支
援
で
、
ド
リ
ル
の

ま
る
つ
け
や
児
童
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
お
手
伝
い
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち

冬
休
み
の
学
習
支
援
サ

冬
休
み
の
学
習
支
援
サ
ポポ

ー
タ
ー
を
募
集
し
ま

ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
すす

し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日
時
　
　
月
　
日
（
月
）、

１２

２５

　
日
（
火
）、　
日
（
水
）　
９

２６

２７

時
～
　
時
１１

▼
と
こ
ろ
　
歌
志
内
学
園

▼
応
募
条
件
　
国
語
と
算
数
の
答

え
合
わ
せ
（
ま
る
つ
け
）
が
で

き
る
高
校
生
以
上
の
方
。

▼
募
集
人
数
　
５
名

▼
謝
　
礼
　
１
回
に
つ
き
２
千
円

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
　
月
　

１２

１３

日
（
水
）
ま
で
に
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ
（
教
育
委
員
会
緯
４
２

・
４
２
２
３
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
や
市
民
税
の
申
告
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

障
が
い
者
控
除
に
つ
い

障
が
い
者
控
除
に
つ
い
てて

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保

健
介
護
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
７
４
・
６
６
１
６
）

て
い
な
い
　
歳
以
上
の
方
で
も
、

６５

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、
要
介
護
状
態
に
よ

っ
て
は
障
が
い
者
に
準
ず
る
高
齢

者
と
し
て
、
障
が
い
者
控
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
障
が
い

者
控
除
対
象
者
の
認
定
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
該
当
と
思
わ
れ
る
方
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
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■
ふ
る
さ
と
納
税
　

▽
埼
玉
県
　
 奥
  冨
 　

お
く
 と
み

 幸
  男
 さ
ん
か

ゆ
き
 
お

ら
　
　
　
　
　
　
現
金
４
千
円

■指定給水装置工事事業者・当番工事事業者

　
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
水
道
管
の
水
抜
き
は
万

全
で
し
ょ
う
か
。
水
抜
き
を
し
な

い
で
水
道
管
が
凍
結
し
て
破
損
し

た
場
合
、
家
屋
に
甚
大
な
被
害
を

被
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
水
道
に
関

す
る
工
事
は
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

水
道
凍
結
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
外
出
時
　
短
期
間
、
長
期
間
を

問
わ
ず
こ
ま
め
に
水
抜
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

▼
夜
　
間
　
夜
間
か
ら
早
朝
に
か

け
て
水
道
凍
結
が
特
に
起
き
や

す
い
の
で
水
抜
き
を
忘
れ
ず
、

日
中
で
も
水
道
を
使
用
し
な
い

と
き
は
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
空
き
家
　
水
道
企
業
団
で
は
原

則
と
し
て
止
水
栓
を
止
め
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や

ア
パ
ー
ト
な
ど
に
住
ん
で
い
る

方
が
退
居
す
る
と
き
は
、
必
ず

使
用
者
が
水
抜
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
既
に
空
き
家
の
場
合
は
、

建
物
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

が
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
水
道
管
の
凍
結
解
氷
を
依
頼
す

る
場
合
の
事
業
者
連
絡
先

・
加
藤
建
設
㈱
（
緯
４
２
・
２
６

２
５
）

・
㈱
和
泉
組
　
歌
志
内
支
店
（
緯

４
２
・
３
１
４
８
）

■
年
末
年
始
の
水
道
修
繕
に
つ
い

て
　
左
記
の
当
番
工
事
事
業
者
に
直

接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受

付
時
間
は
8
時
　
分
～
　
時
で
す
。

３０

１７

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
空
知
広
域
水

道
企
業
団
工
務
課
（
緯
５
３
・

３
８
４
０
）

水
道
の
凍
結

水
道
の
凍
結
ににご

注
意
を

　
　
　
　
　
ご
注
意
を
！！

電話番号指定給水事業者当番日

緯４２-２６４５
加藤建設㈱

（文珠１４１番地）
１２月３０日（土）
　　３１日（日）

緯４２-３１４８
㈱和泉組　歌志内支店
（本町３７番地１）

１月 １日（月）
　　２日（火）
　　３日（水）
　　４日（木）

　
北
海
道
で
は
、
冬
に
猛
ふ
ぶ
き

に
よ
る
災
害
が
繰
り
返
し
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
晴
天
か
ら
猛

ふ
ぶ
き
へ
と
天
気
が
急
変
し
た
時

に
被
害
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
気
象
台
で
は
、
猛
ふ
ぶ
き
に
よ

る
重
大
な
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、「
暴
風
雪
警
報
」
や
「
暴

風
雪
に
関
す
る
気
象
情
報
」
を
発

表
し
ま
す
。
そ
し
て
、
命
に
係
わ

る
よ
う
な
危
険
な
状
況
が
迫
っ
て

き
た
と
き
は
「
数
年
に
一
度
の
猛

ふ
ぶ
き
」「
外
出
を
控
え
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使

で
き
て
い
ま
す
か
?

で
き
て
い
ま
す
か
?
　

猛
ふ
ぶ
き
へ
の
「
備
え

猛
ふ
ぶ
き
へ
の
「
備
え
」」

っ
た
気
象
情
報
を
発
表
し
ま
す
。

今
、
晴
れ
て
い
て
も
安
心
せ
ず
に

気
象
情
報
を
確
認
し
て
、
猛
ふ
ぶ

き
が
予
想
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、

外
出
は
控
え
る
と
と
も
に
、
懐
中

電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
ス
ト
ー
ブ
の
準
備
な
ど
停
電
に

も
備
え
ま
し
ょ
う
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
札

幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

（
緯
０
１
１
・
６
１
１
・
０
１

７
０
）

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

茨
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で
す

　
飲
酒
は
安
全
運
転
に
必
要
な
情

報
処
理
能
力
、
注
意
力
、
判
断

能
力
を
低
下
さ
せ
、
運
転
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
危
険
性
を
高
め

赤
歌
警
察
署
か
ら
の

赤
歌
警
察
署
か
ら
の
　
　

お
知
ら

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せせ

ま
す
。
二
日
酔
い
で
の
運
転
も

「
飲
酒
運
転
」
に
な
り
ま
す
の

で
、
飲
酒
し
た
翌
日
に
運
転
す

る
場
合
は
、
身
体
に
ア
ル
コ
ー

ル
が
残
っ
て
い
な
い
か
し
っ
か

り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

芋
飲
酒
運
転
は
、
運
転
手
以
外
も

処
罰
の
対
象
で
す
！

　
飲
酒
運
転
は
運
転
手
以
外
に
も

重
い
処
罰
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
車
を
運
転
す

る
恐
れ
の
あ
る
人
に
お
酒
を
提

供
し
た
り
、
お
酒
を
飲
ん
で
い

る
人
に
車
の
提
供
や
同
乗
し
た

場
合
は
、
飲
酒
運
転
同
様
に
処

罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

鰯
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

　
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
は
、

　
車
で
友
人
と
飲
食
店
に
行
く

　
場
合
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
を

　
予
め
決
め
て
お
き
、
そ
の
人
が

　
飲
酒
し
た
友
人
な
ど
を
自
宅

　
へ
送
り
届
け
る
こ
と
で
す
。

允
飲
酒
運
転
情
報
を
提
供
く
だ
さ

　
い
！

　
北
海
道
警
察
で
は
、
悪
質
な
飲

　
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
に
、

　
「
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
ボ
ッ
ク
ス

　（
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
内
）」
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な

　
情
報
提
供
を
受
け
付
け
て
い
ま

　
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
赤
歌
警
察
署
警

務
課
（
緯
３
２
・
０
１
１
０
）


